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（注）： 高薮

１．日本語追記コメントについては誤りがある可能性もありますので、オリジナルのキャプチャ内
容を利用者各自がご確認ください。

２．これはサンプル調査であり、必要なものを網羅しているわけではありませんので、ここにない
雑誌については個別にお調べください。他の雑誌についての情報を皆様から追加していただけるよ
うでしたらお願いします。その場合、できましたら、同じ形でoriginal statementを示してくださ
い



CC BY 4.0 (Creative Commons Attribution 4.0 International Public)ライセンスとは

どのようなメディアやフォーマットでも資料を複製したり、再配布できる。マテリアルをリミックスしたり、
改変したり、別の作品のベースにしたりできる。

ライセンス要約：
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/
deed.ja



CC BY 
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/legalcode.ja

CC BY-NC 
https://creativecommons.org/licenses/by-nc/4.0/legalcode.ja

CC BY-NC-ND
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/legalcode.ja

CC BY 4.0ライセンス（続）

右の4.媒体および形式；許可される技術的改変
や5．ダウンストリーム(下流側)の受領者
を読む限り、webでの配布も問題なさそうです。

ライセンス全文：

※CC BYライセンスには6タイプ
（https://creativecommons.org/use-remix/cc-licenses/）
①CC BY ②CC BY-SA ③CC BY-ND ④CC BY-NC 
⑤CC BY-NC-SA ⑥CC BY-NC-ND
Attribution(BY), ShareAlike(SA), Noncommercial(NC), NoDerivatives(ND)

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/legalcode.ja
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/legalcode.ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nc/4.0/legalcode.ja
https://creativecommons.org/use-remix/cc-licenses/


CC BYを導入した論文雑誌のページに以下のような
記述がありました。

https://jeaweb.jp/journal/about.html

Journal of Epidemiologyでは、2013年4月1日出
版するすべての論文にクリエイティブコモンズ表示
4.0国際（CC BY 4.0ライセンス）を導入します。
CC BYライセンスを導入すると、著者は自分の論文
の著作権を保持し続けますが、著作権者のクレジッ
トを表示すれば、誰でもその論文をダウンロードし
たり、再利用や改変利用したりコピーを取ったり配
布することを認めることとなります。再利用や改変
の際には、著者や日本疫学会に改めて許可を得る必
要はありません。

CC BY 4.0ライセンス（参考）

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja


https://www.springernature.com/gp/open-research/policies/journal-policies

Nature系：open accessの場合はCC BY、一部CC BY-NC

https://www.springernature.com/gp/open-research/policies/journal-policies


Science系：open accessの場合はCC BYまたはCC BY-NC

https://www.sciencemag.org/help/reprints-and-permissions

https://www.sciencemag.org/help/reprints-and-permissions


EGU系：open accessの場合はCC BY

https://www.egu.eu/publications/statement/



（規定は雑誌社ごとに決まっていて、AGU系でも以下の
規定とは異なる雑誌もあるかも）

JGR & GRL
https://agupubs.onlinelibrary.wiley.com/hub/journal/19
448007/about/permissions

https://agupubs.onlinelibrary.wiley.com/hub/journal/19448007/about/permissions


論文ごとに申請
Request permissionsをクリック
→使用目的などを入力
※使用料は教育目的なら多分無料だが、
申請が必要で、使用許可のPDFが来るまでには数週
間のタイムラグが生じることもあるらしい。

JGR & GRL（続）



JGR & GRL（続2）

なお、論文によっては、以下のようなCC BYライセンスで、reuseにあたってpermissionが必要な
いと書いてあるものもある。この場合は、適切にciteされれば、どのメディアでも利用、分布、
reproductionを許可すると書いてある。



PNAS：発行年によって異なる

https://www.pnas.org/page/about/rights-permissions

• 2017年9月以降のopen access 記事
CC BY-NC-NDまたはCC BY

• 2009－2017年9月
論文著者が著作権保持、National Academy of 
Sciences of the United States of America 
(NAS) が雑誌自体の著作権保持

• 1993－2008
NASが著作権保持

• 1915－1992
論文著者が著作権保持、NASが雑誌自体の著
作権保持

2017年9月より前の記事については、オンライン授業
に利用するならおそらく許可が必要

https://www.pnas.org/page/about/rights-permissions


AMS系
通常はAMS Copyright Policyだが、
論文によってはCC BYライセンス。

https://www.ametsoc.org/index.cfm/ams/publications/ethical-guidelines-and-ams-
policies/ams-licenses-for-journal-article-reuse/



AMS系（続） https://www.ametsoc.org/ams/index.cfm/publications/eth
ical-guidelines-and-ams-policies/ams-copyright-policy/

AMS Copyright Policyの場合

科学的、教育的workにおいて図な
どを利用することは、fair useなら
AMSの許可なしにできる。
上記によって免除される場合を除
き、website上などelectric formで
の投稿などについてはwritten 
permissionかAMSからのライセン
スが必要（つまり、教育目的でfair 
useならelectric form投稿もOK）。



Authorの場合は、lectureなど、
author自身の仕事に再利用して
よいと書いてある。但し、適切
にAMS citationおよびAMS 
copyrightを含むこと。
※録画講義などについては特に
記述がない。

AMS系（続2） https://www.ametsoc.org/ams/index.cfm/publications/eth
ical-guidelines-and-ams-policies/ams-copyright-policy/

←これは他の著者の論文の図などを用
いて、AMS論文を書く場合のこと（今
回は関係ない）？

AMS Copyright Policyの場合



https://jmsj.metsoc.jp/copy.htmlJMSJ

2018年1月以降出版された論文：
MSJの事前許可を求める必要なく利
用・再利用する権利（詳細は次頁）。

2018年以前に出版された論文：
通常はMSJによるwritten permissionが
必要。但し、scientific or educational 
publicationsにおいては、例外的にMSJ
の許可なく図などを利用できる。



JMSJ（続） https://jmsj.metsoc.jp/JMSJ_OA_FAQs.pdf

2018年1月1日以降出版された全論文：
CC BY 4.0ライセンスで、著者がcopyrightを保持。このライセンスは、著者やオリジナルソースに適切な
creditを与え、ライセンスへのリンクを含むならば、日本気象学会からの事前許可を求める必要はなく、
userがどの媒体でもJMSJ論文をadapt/reproduce/distributeすることを許可する。

https://jmsj.metsoc.jp/JMSJ_OA_FAQs.pdf

